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道
路
新
設
改
良
事
業
で

一
般
国
道
4
7
7
号
西
田
大

藪
道
路
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
通
勤
・
通
学
時
の

交
通
量
が
緩
和
さ
れ
、
地
域

の
産
業
・
経
済
・
生
活
の
交

流
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。
第
二
大
堰
橋
の
橋

梁
上
部
工
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
進
捗
状
況
と
方

向
性
お
よ
び
課
題
と
大
堰
川

の
広
域
基
幹
河
川
事
業
改
修

で
、
井
尻
地
区
が
現
在
の
場

所
に
移
転
さ
れ
、
5
年
経
過

す
る
が
河
川
改
修
事
業
は
ス

ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
の
状
況
で

あ
る
。
今
後
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
第
二
大
堰
橋

の
橋
梁
上
部
工
を
施
工
し
て

お
り
、
本
年
8
月
末
に
完
成

予
定
。
用
地
買
収
も
ま
だ
残

っ
て
い
る
が
早
期
供
用
開
始

に
向
け
て
京
都
府
も
努
力
し

て
い
る
。
ま
た
、
西
田
地
区

の
計
画
は
、
三
俣
川
を
横
断

す
る
橋
梁
に
つ
い
て
の
設
計

が
、
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
伺
っ

て
い
る
。
桂
川
改
修
計
画
に

つ
い
て
は
井
尻
地
区
の
移
転

後
、
本
線
の
合
流
の
官
山
川

護
岸
工
事
、
三
俣
川
の
改
修

整
備
と
の
整
合
を
図
り
、
19

年
度
の
計
画
は
順
次
徐
々
に

整
備
を
進
め
て
行
く
意
向
で

あ
る
。南

丹
市
も
合
併
し
ス
ポ

ー
ツ
人
口
も
増
え
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る

目
的
で
南
丹
市
体
育
協
会
が

設
立
さ
れ
、
活
躍
す
る
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
が
お
ら
れ
る
が
、

も
っ
と
輪
を
広
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
3
点
伺
う
。
①

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
拡
大
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
。
②
小
・

中
・
高
校
生
の
指
導
・
育

成
。
③
各
地
域
で
の
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
の
育
成
に
つ
い
て

伺
う
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
を

軸
に
す
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

（
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
）
と
、
競
技
団
体
を
軸
に

す
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
二
つ

の
柱
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

10
種
類
23
ク
ラ
ブ
あ
り
、
昨

年
度
か
ら
幼
・
小
・
中
・
高

連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
社

会
体
育
・
地
域
体
育
に
携
わ

る
人
材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

問

問

市
長

人
権
教
育
・
啓
発
の

今
年
度
の
取
り
組
み
を
具

体
的
に
伺
う
。

最
近
の
社
会
情
勢
は
人

権
に
か
か
わ
る
問
題
が
多

い
。
本
市
に
お
い
て
、
新

年
度
の
予
算
案
に
お
け
る

人
権
教
育
・
啓
発
を
ど
う

す
る
の
か
、
市
長
の
基
本

姿
勢
を
伺
う
。

人
権
教
育
・
啓
発

の
推
進
は
、
本
市
の
大
き

な
柱
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
。

昨
年
、
結
成
さ
れ
た
人
権

教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会

を
中
心
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
お
互
い
の
人
権
を

大
切
に
す
る
心
温
か
な
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

教
育
行
政
の
責

務
を
十
分
に
認
識
し
、
人

権
啓
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
学
校
教
育
の
現
場
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
の
実

態
を
的
確
に
把
握
し
、
学

力
の
向
上
に
努
め
る
。

良
好
な
農
村
環
境
の

形
成
や
、
環
境
を
重
視
し

た
農
業
生
産
へ
の
取
り
組

み
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
新
し
い
農

業
施
策
と
し
て
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
の
取
り
組
み
が
も
と

め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
地

域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
役
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

厳
し
い
農
業
情
勢

の
中
、
新
し
い
農
業
施
策

が
示
さ
れ
た
。
本
市
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

積
極
的
な
推
進
を
す
る
た

め
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
、
人

材
育
成
に
取
り
組
む
。

獣
害
被
害
が
甚
大
で

あ
る
が
、
そ
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。駆

除
対
策
と
し

て
、
本
年
度
は
一
定
の
予

算
計
上
を
し
た
。
な
お
、

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
運
営

協
議
会
と
連
携
を
密
に
し
、

猟
友
会
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
防

除
対
策
に
努
め
る
。

問

教
育
長

問

問

設立された人権教育・啓発推進協議会

今年度の人権教育・
啓発の具体的施策は

人権教育・啓発推進協議会を中心に取り組む

活緑クラブ
藤井日出夫 議員

国道477号との接続がまたれる八木第二大堰橋

国道新477号
西田大藪道路の進捗状況は 丹政クラブ

川勝　眞一 議員

市長 西田地区の橋梁設計はほぼ完了市長

観
光
立
国
推
進
基
本

法
が
施
行
さ
れ
、
全
国
の

自
治
体
で
観
光
に
よ
る
経

済
効
果
を
狙
っ
た
ま
ち
づ

く
り
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。
市
内
の
観
光
受
け
皿

に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
を
再
考
し
、

整
備
す
る
こ
と
が
本
市
全

域
の
活
性
化
を
促
進
す
る

に
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

観
光
の
定
義
が
広

く
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、

過
疎
化
が
進
む
地
域
に
お
い

て
、
観
光
振
興
は
経
済
効

果
、
ま
た
雇
用
面
か
ら
も
地

域
活
性
化
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
。
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向

上
や
交
流
人
口
の
増
加
を
め

ざ
し
、
各
地
域
、
各
観
光
協

会
、
近
隣
の
ま
ち
と
も
連
携

を
強
め
観
光
事
業
推
進
に
努

め
る
。
ま
た
、
南
丹
市
観
光

協
会
の
設
立
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

文
部
科
学
省
か
ら
新
た

な
「
い
じ
め
の
定
義
」
が

発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
等
で
の
誹
謗

中
傷
も
、
新
た
に
「
い
じ

め
」
の
分
類
に
加
わ
っ
た
。

そ
こ
で
、
新
た
な
定
義
の

観
点
か
ら
、
市
内
の
各
校

に
お
い
て
適
切
な
対
応
が

と
ら
れ
た
の
か
伺
う
。

文
部
科
学
省
の

新
た
な
定
義
に
基
づ
い
た
調

査
は
行
な
っ
て
い
な
い
が
、

生
徒
指
導
上
、
気
に
な
る
状

況
は
あ
る
。
基
本
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え

て
調
査
方
法
を
含
め
、
再
調

査
も
検
討
す
る
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
「
い

じ
め
」
は
発
見
し
に
く
い
の

で
一
層
き
め
細
か
な
実
態
把

握
に
努
め
る
。

教
育
委
員
会
に
よ
る
、

「
い
じ
め
」
の
隠
蔽

い
ん
ぺ
い

を
は

じ
め
と
す
る
不
祥
事
が
頻

発
し
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
教
育
委
員
会
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

不
祥
事
に
つ
い

て
は
大
変
遺
憾
で
あ
り
残
念

で
あ
る
。
本
市
の
教
育
委
員

会
は
、
教
育
目
的
達
成
に

粛
々
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

問

市
長

問

以
前
の
一
般
質
問
に

お
い
て
J
R
八
木
駅
舎
の

改
修
に
つ
い
て
伺
っ
た
が
、

八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
と
併
せ
て
の
改
修
計

画
で
あ
る
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
急
勾
配

の
階
段
だ
け
で
も
改
修
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

妊
婦
が
片
手
に
荷
物
を
持

ち
片
手
に
小
さ
な
子
ど
も

の
手
を
引
き
な
が
ら
利
用

さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
々
も
苦
労
し
な
が
ら

利
用
さ
れ
て
い
る
。
佐
々

木
市
長
の
施
政
方
針
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と

希
望
を
も
ち
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、
ぬ
く
も
り
の
あ

る
町
づ
く
り
」
の
た
め
に

も
階
段
だ
け
で
も
早
期
の

改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

八
木
駅
舎
の
老
朽

化
も
進
ん
で
お
り
、
改
築
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
市
内
に
お
い
て
多

く
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
個
所

が
多
く
あ
る
。
八
木
駅
舎
改

修
は
、
区
画
整
理
事
業
と
併

せ
て
考
え
る
。

現
在
、
美
山
町
に
お

い
て
地
域
振
興
会
が
運
営

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
振
興
会
に
職
員
が
配
置

さ
れ
、
1
千
万
円
の
補
助

金
が
出
さ
れ
て
い
る
。
住

民
自
治
の
観
点
か
ら
見
れ

ば
、
地
域
の
活
性
化
や
地

域
力
を
高
め
る
上
で
有
意

義
な
組
織
で
あ
る
と
考
え

る
。
他
の
3
町
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
や
自

治
会
に
お
い
て
市
政
推
進

に
協
力
し
て
い
る
。
八
木

町
に
お
い
て
も
同
様
の
旧

村
単
位
の
南
地
区
自
治
会

が
あ
り
、
自
ら
職
員
を
雇

い
地
域
の
た
め
に
運
営
さ

れ
て
い
る
。
均
衡
あ
る
調

和
の
取
れ
た
町
づ
く
り
に

お
い
て
、
他
の
3
町
に
も

拡
充
の
考
え
は
な
い
の
か

伺
う
。

旧
美
山
町
に
お
い

て
町
行
政
と
の
連
携
を
強
め

る
中
で
推
進
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
組
織
が
他
の
3
町
に
お

い
て
根
付
く
も
の
か
ど
う

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
み

な
様
方
に
も
ご
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

問

問 教
育
長

教
育
長

老朽化が著しい八木駅舎と高架橋

高齢者や障害者の方々のためにも
八木駅舎早期改修を

八木駅西区画整理事業と一体的に

活緑クラブ
川勝　儀昭 議員

市長 観光協会等と連携を強め推進する 市長

教
育
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質 問 �質 問 �一 般 � 質 問 �質 問 �一 般 �

観光で
地域活性化を丹政クラブ

仲村　学 議員

多くの観光客が訪れるかやぶきの里


